
中東情勢緊迫化も供給障害発生せず
NY原油先物相場は、1バレル=85ドル水準まで軟化する展開になった。中東情勢は引き続き不安定だが、

実際の原油供給障害は発生せず、調整売り優勢の展開になった。供給リスクより需要リスクに対する警

戒感が強く、上値を抑えられている。一方で、在庫は引き続きタイトであり、本格的に値を崩すまでの

勢いは見られなかった。乱高下が繰り返される不安定な地合が続いている。

イスラエルとイスラム組織ハマスの激しい戦闘が続いている。イスラエルはガザ地区の地上作戦を強化

しており、多数の死者・負傷者が報告されている。このため、原油供給環境が不安定化するリスクが下

値を支えている。しかし、10月27日時点では実際の原油供給の落ち込みなどは確認できず、地政学リ

スクのみで原油相場を買い進んでいくような動きは見られなかった。この結果、むしろ中東情勢の不安

定化による世界経済の減速懸念が重視され、調整売り優勢の展開になった。世界的な株安傾向も上値圧

迫要因になっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月20日時点）は、原油が前週比137万バレル増、ガ

ソリンが16万バレル増、石油精製品が169万バレル減となった。
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【現状確認】
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地政学リスクのサポートあるが、供給障害なければボックス
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【展望】

引き続き中東情勢が注目されるが、地政学リスクのみで急伸

する可能性は低い。原油市場の焦点は「供給リスク」ではな

く「供給障害」の有無であり、特に主要産油国であるイラン

の動向が注目されている。イスラエルはガザ地区で本格的な

地上戦を展開する見通しだが、その際にイランがどのような

対応を講じるのかが焦点になる。

仮にイランがハマス支援の姿勢を鮮明にし、イスラエルを支

援する欧米諸国が対イラン制裁などに踏み切ると、イラン産

原油の供給減少が国際原油需給を引き締める可能性が高まる。

その際は、改めて90ドル台乗せを試そう。また可能性は低い

が、イランがホルムズ海峡の封鎖といった強硬な動きを見せ

ると、中東からアジア地区に向かう原油供給が壊滅的な被害

を受ける展開もあり得る。

一方、イランが直接的なハマス支援を見送るのであれば、原

油供給体制には殆ど影響が生じることはなく、原油相場に対

する影響も限定されよう。漠然とした供給不安に留まる一方、

リスクオフの地合が続くと、このまま80ドル台で売買が交錯

する展開が続く可能性が高い。ファンドも地政学リスクのみ

で買い進むような動きは見せていない。低在庫環境が続いて

いることもあり、80ドル台前半だと物色妙味が認められるが、

明確なトレンド形成は難しい。

10月31日～11月1日には米連邦公開市場委員会（FOMC）が

開催される。今会合では政策金利の変更は想定されていない

が、今後の金融政策環境を巡る思惑からドルや株価がどのよ

うな反応を見せるのかにも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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